
大和橋から亥鼻の丘をのぞむ

郷土博物館蔵

ちばし絵葉書コレクション
1900年代に発行され

た絵葉書です。
明治時代の大和橋で、
奥に亥鼻の丘が見えま
す。橋の上には乗合馬車
が走っています。

夏の観光農園に行こう‼ 動物公園で一日飼育体験
夏は、ブドウやナシなどが旬です。
観光農園では気持ちのいい空の下、も
ぎたてのおいしさを楽しめますので、
ぜひお越しください。
取り扱っている品種や、休園日など
詳しくは、各農園にお問い合わせくだ
さい。

動物舎の清掃、えさづくり、えさやり
などを行います。ぜひ、飼育係の1日を
体験してみませんか。
日　　時　9月26日㈯9：00～15：00
対　　象　中学生以上の方
定　　員　�20人（2人1組での参加も可）

＊�収穫期間は、生育状況で前後する場合があります。入園料･持ち帰り
料金は農園によって異なります。

問市園芸協会 ☎228-7111 FAXFAX228-5779
月曜日（祝日の場合は翌日）休業

千葉市域や近隣地域の歴史を学ぶ

縄文土器づくり講座

古代から現代にわたる市域や近隣地
域の歴史を、各時代の専門家から最新の

粘土づくりから焼き上げまで、4日間かけて本格的な縄文土器づく
りに挑戦してみませんか。詳しくは、 加曽利貝塚土器づくり講座

日　　時　�9月5日〜19日、10月10日の土曜日10：00～14：00�
 （9月19日は15：00まで）　全4回

　　　　　10月10日は雨天の場合、翌日に延期
会　　場　加曽利貝塚博物館　　対　　象　中学生以上の方
定　　員　16人　　　　　　　　料　　金　500円
申込方法　�8月17日㈪までに電子申請で。FAX、Eメールkasori.jomon@

city.chiba.lg.jpも可（必要事項を明記）。
問加曽利貝塚博物館 ☎231-0129 FAXFAX231-4986
月曜日（祝日の場合は翌日）休館

市史研究講座

研究に基づいて学びます。
日　　時　�9月26日㈯、10月11日㈰

13：30～16：30　全2回
会　　場　生涯学習センター
内　　容　�縄文人の狩り、武田信玄の関東侵攻と房総、下総の村か

ら幕末維新期の社会状況を考える、生実浜野村の成立と
展開

定　　員　95人
申込方法　�8月28日㈮必着。往復はがきに必要事項を明記して、〒

260-0856中央区亥鼻1-6-1千葉市立郷土博物館へ。電子
申請も可。

詳しくは、 千葉市史研究講座

問郷土博物館 ☎222-8231 FAXFAX225-7106
月曜日（祝日の場合は翌日）休館

料　　金　１人150円（高校生以上は要入園料）
申込方法　�8月17日㈪必着。往復はがき（1人または１組1通）に必

要事項のほか、性別、生年月日、動物アレルギーの有無、
来園方法、2人1組で参加の場合は、もう1人の氏名･フリ
ガナ･性別・生年月日･動物アレルギーの有無を明記して、
〒264-0037若葉区源町280千葉市動物公園へ。電子申
請も可。 千葉市動物公園　一日飼育体験

問動物公園 ☎252-7566 FAXFAX255-7116　水曜日休園
入園料＝高校生以上700円

農園名 種類 期間 所在地･問い合わせ

浅野フルーツ園
ブルーベリー 9月上旬まで 若葉区中野町12

☎228-1840ブドウ 8月上旬～9月下旬

高根ぶどう園
ナシ 8月上旬～9月上旬 若葉区高根町1009

付近
☎090-3408-2100ブドウ 8月中旬～9月下旬

千葉中央観光農
園

ナシ 8月中旬～9月下旬 若葉区小倉町471
☎231-2554ブドウ 8月中旬～10月上旬

フルーツランドとけ
田中ぶどう園 ブドウ 8月上旬～9月下旬 緑区大高町26

-27
☎294-2338

旧生浜村役場
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